
次回
10月11日
の
例会

★18：00点鐘
★夜間例会・駿富苑
★観月会

ロータリーは分かちあいの心

第2011回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／関東自動車
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／職業奉仕月間に因んで
　　　　　　　職業奉仕委員会

●会員誕生日
　10月４日 大庭　健一郎君
　10月５日 土屋　義明君　
●結婚記念日
　10月５日　石川又英君・つな子様 ご夫妻 　 
　10月５日　神谷高義君・和子様 ご夫妻
　10月５日　芹澤正明君・賀寿子様 ご夫妻
　10月６日　秋田　敬君・昭子様 ご夫妻
　10月６日　勝又安彦君・玲子様 ご夫妻

　一昨日の中秋の名月は、少しの間の満月で、月見された人は幸運です。
１．ロータリーのご報告
①９月20日、第二回クラブ協議会が、「ガバナー方針の伝達」を目的に、岸本ガバナー補佐の参加の下に 
　行われました。
②９月20日、第三回ＣＬＰ研究会が水口正宏座長の下に行われました。

２．話のさんぽ道
　今日は、国際ロータリーの継続的なプログラム・「水保全」をテーマに、アラブ首長国連邦「砂漠
とオアシス」について学んでみましょう。
　アラブ諸国を語るとき、砂漠とオアシスは欠かせません。アラブ首長国連邦は広大なルブ・アル・
ハリ砂漠の中にあります。薄い赤褐色のサラサラした砂の波紋は、地平線の彼方まで続きます。砂
漠に、真っ赤な夕日が沈む情景は、美しい大自然の営みであり、感動を覚えます。
　この砂漠の美しさと荒涼さは、お楽しみ体験できます。先ずは、４ＷＤランドクルーザーで砂丘
の壁を上がったり下ったり走行します。運転者が日本車の性能を絶賛していました。砂漠のテント・
キャンプでは、ラクダに試乗し、アラビア式コーヒーに親しみ、スパイス風味のバーベキューに食
が進みます。日が落ち砂漠が月明かりに浮かびあがる頃になると、あでやかな民族衣装をまとった
女性が、神秘的な音色に合わせて、妖艶に踊るベリーダンスが始まり、まさしくアラビアンナイト
の世界にハマってしまいます。
　次に砂漠の泉・オアシスについてです。オマーンとの国境にオアシスの街「アル・アイン」があ
ります。古くから隊商の中継地として栄えてきた「アル・アイン」も、水が最高の“おもてなし"と
のことです。一つは、ナツメヤシが繁る巨大なオアシス。二つ目は、オアシスを中心にできた緑豊
かな美しい街の風景。三つ目に、砂漠のミネラルウオーター「アル・アイン」です。これらが、皆
さんを心地よく出迎えてくれます。アラブ訪問は、予想以上の感動と刺激があり、好いお土産とな
ります。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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卓 話

出 席の 報 告9
27

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 57名 48名 84.21％ 100.00％

橋本喜市君・神谷高義君・勝又　厚君・大庭健一郎君
大森清治君・斉藤礼志君・菅沼　久君・内海宣彦君
山内強嗣君

９月１日

９月15日

９月21日

９月21日

地区青少年

地区米山記念館

裾 野

裾 野

根上　眞一君

井口　修一君

芹澤　正明君

戸栗　太平君
※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（９名）

メ ー プの キ ッャ9
13

ソングリーダーソングリーダー
豊山　篤君豊山　篤君

副ＳＡＡ副ＳＡＡ
戸栗太平君戸栗太平君

皆出席皆出席
鈴木崇司君鈴木崇司君

皆出席皆出席
勝又敏雄君勝又敏雄君

皆出席皆出席
豊山徹也君豊山徹也君

出席報告出席報告
井上　元君井上　元君

職業奉仕委員会職業奉仕委員会
山口幸男委員長山口幸男委員長幹事報告幹事報告

ソングリーダー
豊山　篤君

副ＳＡＡ
戸栗太平君

皆出席
鈴木崇司君

皆出席
勝又敏雄君

皆出席
豊山徹也君

出席報告
井上　元君

職業奉仕委員会
山口幸男委員長幹事報告

　富士山はなにもないですが、山小屋を建てるとしたら宿泊施設としての許認可の他、
建築確認、国立公園の使用許可、八合目以上なら神社庁の許認可が必要です。御殿場
市・小山町では演習場以外が都市計画区域として土地利用が定められています。
　御殿場市は昭和12年に初めての御殿場地区（旧御殿場町）の一部に都市計画区域決定がなされました。
昭和31年に富士岡・原里・玉穂・高根地区の一部を追加、昭和46年にはさらに多くの地区を追加し、御殿場・
小山広域都市計画区域となりました。平成４年に中畑・川柳・印野の一部を追加し現在に至っています。
　用途地域ですが、工業専用地域には住宅は建てられませんし、既存の建て替えもなかなか面倒です。
住居専用地域には一馬力以上の原動機を使う工場は建てることができません。実際御殿場ではそば屋・
とうふ屋が郊外へ引っ越しています。上水道・下水道などの都市計画により、良好な環境と適正な都市
機能を確保するためですが、こういった住居地の制約があっては御殿場の発展は望めないと思います。
　市街化調整区域は昭和51年に「線引き」されました。平成13年に例外的な扱いだった既存宅地制度が
廃止される事が決まり、去年の５月までかけ込みでパチンコ店があちこちにできました。それまでは同
じ用途なら既得権として建て替えＯＫだったのが、用途変更が不可能になった訳です。私はこれから土
地の値段は用途で決まるのではないかと思っています。
　平成19年11月30日から制度が大きく変わります。社会福祉法人や病院など公共性の高い建物は立地に
制限が無かったのが、開発行為として県庁の許認可が必要になります。５ヘクタール以上の大きな施設
も制限されます。既存の商店の保護や空洞化対策として郊外型の大型ショッピングセンターも規制され
るようになります。これから規制ばかりで自由な開発ができません。良くない改正ではないでしょうか。
　現在工事中の第二東名ですが、インターができても線引きは見直さない方針の様です。しかしそれで
は発展できる地域を規制してなにもできません。
　28日からのＦ１ですが、３日で28万人が来場する予想です。結局鈴鹿との隔年開催となった訳です。
鈴鹿は39万人の実績があり、やはり規模が大きくお金になる方が強かったのでないでしょうか。富士は
駐車場・宿泊施設問題などアクセスの悪さが指摘されています。学校は休み、運営はやってみないとわ
からない。せまい道路や駅から遠いなどの解決にはちゃんとした都市計画が必要です。200億かけたサー
キットを活かすためにも、御殿場・小山の都市計画見直しのチャンスだと思います。

勝間田太住君
都市計画と土地利用


